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ケースメソッド講師になること 
－ その「取り組み方」と「心構え」 － 
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僕とケースメソッドの関りあい1 

 

まず、僕がどのようにケースメソッドというものに関ってきたのかということに若干触れ

たいと思います。ケースメソッドというものに始めて出会ったのは、ミシガン大学のビジネ

ス・スクールで学んでいた時です。ミシガン大学ではファイナンスやアカウンティングなど10 

の主に定量分析を扱ったものについては講義形式で進められていました。一方、マーケティ

ングや戦略については一年次からケースで教わりました。今から振り返ってみると、講義と

ケースのバランスがとれているのはとてもよかったと思います。講義とケースを同時期に経

験することで、両者の性質の違いが実感できました。 
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講義形式は日本でも慣れていたので、言葉が英語になる以外はそれほど「違和感」は感じ

ませんでした。一方、ケースの授業は慣れるまでかなりの数のケースをこなさなければなり

ませんでした。「何をどう学んでいいのか」などについて自分なりの取り組み方やスタイルを

確立する必要があったのでしょう。講義と違って明確なトピック、答えなどがなかなかつか

みにくい上に、ケースにおいては様々な論点について議論されたり、１つの論点について、20 

複数の視点から話し合われたりするので、初めのころはとにかく話されている内容について

行くだけで必死でした。とくに世界各地から様々な人種やバックグラウンドを持った人たち

が集まり議論するので、「そういう風にとらえるのか」と素直に感心したものです。 
                                                  
1このノートは慶應義塾大学ビジネス・スクール博士・修士課程併設科目「ケースメソッド教授法特論」の教材とするために､

松林博文（グロービス・マネジメント・スクール講師）が作成した。（2004.10） 


